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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分を含む潤滑油組成物：
　ｉ）主要量の基油、
　ii）少なくとも一種の油溶性モリブデン化合物、および
　iii）ジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物、
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　ただし、モリブデン化合物から誘導されるモリブデン含量は、潤滑油組成物の全質量に
基づき少なくともモリブデン１０ｐｐｍであり、そしてジアルキルジチオリン酸亜鉛化合
物から誘導されるリン分は、潤滑油組成物の全質量に基づき２００ｐｐｍ乃至５００ｐｐ
ｍである。
【請求項２】
　油溶性モリブデン化合物が、モリブデンジチオカルバメート、モリブデンジチオホスフ
ェート、モリブデンジチオホスフィネート、モリブデンキサンテート、モリブデンチオキ
サンテート、硫化モリブデンおよびそれらの混合物から選ばれる請求項１に記載の潤滑油
組成物。
【請求項３】
　油溶性モリブデン化合物が、モリブデンジチオカルバメート、モリブデン・コハク酸イ
ミド錯体およびそれらの混合物から選ばれる請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項４】
　モリブデン化合物から誘導されるモリブデン含量が、潤滑油組成物の全質量に基づきモ
リブデン１０乃至１００００ｐｐｍである請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　モリブデン化合物から誘導されるモリブデン含量が、潤滑油組成物の全質量に基づきモ
リブデン５０乃至１５００ｐｐｍである請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項６】
　モリブデン化合物から誘導されるモリブデン含量が、潤滑油組成物の全質量に基づきモ
リブデン２５０乃至１２００ｐｐｍである請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項７】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛が、炭素原子数３－３０の直鎖又は分枝アルキル基を含む
請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項８】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛が、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、メチルペンチ
ル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシル、トリデシ
ル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシルおよびオクタデシルから
選ばれたアルキルを含む請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項９】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物から誘導されるリン分が、潤滑油組成物の全質量に
基づき２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０又は５００ｐｐｍである請求項
１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１０】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物から誘導されるリン分が、潤滑油組成物の全質量に
基づき２５０ｐｐｍである請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１１】
　さらに、酸化防止剤、耐摩耗性添加剤、清浄剤、さび止め添加剤、抗乳化剤、摩擦緩和
剤、多機能添加剤、粘度指数向上剤、流動点降下剤、消泡剤、金属不活性化剤、分散剤、
腐食防止剤、潤滑性向上剤およびそれらの組合せからなる群より選ばれた少なくとも一種
の添加剤を含む請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１２】
　下記の成分を混合する工程を含む、潤滑油組成物の製造方法：
　ｉ）主要量の基油、
　ii）少なくとも一種の油溶性モリブデン化合物、および
　iii）ジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物、
　ただし、モリブデン化合物から誘導されるモリブデン含量は、潤滑油組成物の全質量に
基づき少なくとも１０ｐｐｍであり、そしてジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物から誘導
されるリン分は、潤滑油組成物の全質量に基づき２００乃至５００ｐｐｍである。
【請求項１３】
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　モーターエンジンを潤滑に運転する方法であって、請求項１に記載の潤滑油組成物を用
いてエンジンを作動させる工程を含む方法。
【請求項１４】
　モリブデン化合物から誘導されるモリブデン含量が、潤滑油組成物の全質量に基づき１
０乃至１００００ｐｐｍである請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物から誘導されるリン分が、潤滑油組成物の全質量に
基づき２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０又は５００ｐｐｍである請求項
１２に記載の方法。
【請求項１６】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛化合物から誘導されるリン分が、潤滑油組成物の全質量に
基づき２５０ｐｐｍである請求項１５に記載の方法。
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